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2012年の解析結果のまとめ

₁ ．良性腫瘍の部位別登録数と登録割合
　男性の良性腫瘍の登録数は₇,₅₂₄例であり、その中で最も多かったのは結腸₄,₆₉₅例（₆₂.₄％）
で、次いで皮膚₆₁₇例（₈.₂％）、胃₅₃₀例（₇.₀％）、結合組織・軟部組織₄₉₃例（₆.₆％）、直腸
₄₅₉例（₆.₁％）であり、結腸と直腸で良性腫瘍の₆₈.₅％を占めていた。（図 ₁ ⊖ ₁ 、表 ₁ ⊖ ₁ ）
　女性の良性腫瘍の登録数は₈,₁₇₈例であり、その中で最も多かったのは結腸₂,₆₂₀例（₃₂.₀％）
で、次いで子宮体部₁,₄₄₉例（₁₇.₇％）、皮膚₉₀₁例（₁₁.₀％）、卵巣₇₈₄例（₉.₆％）、結合組織・
軟部組織₅₀₃例（₆.₂％）であった。直腸は₂₈₃例（₃.₅％）であり、結腸と直腸で良性腫瘍の
₃₅.₅％を占めていた。（図 ₁ ⊖ ₂ 、表 ₁ ⊖ ₂ ）

₂ ．悪性腫瘍の部位別登録数と登録割合
　男性の悪性腫瘍の登録数は₁₁,₅₉₉例であり、その中で最も多かったのは胃₂,₃₀₇例（₁₉.₉％）
であり、次いで結腸₁,₇₄₆例（₁₅.₁％）、前立腺₁,₆₆₃例（₁₄.₃％）、肺₁,₀₉₀例（₉.₄％）、直腸₈₄₄
例（₇.₃％）であった。結腸と直腸を合わせた大腸がんの登録数は₂,₅₉₀例（₂₂.₄％）で、胃よ
りも多かった。（図 ₂ ⊖ ₁ 、表 ₂ ⊖ ₁ ）
　女性の悪性腫瘍の登録数は₈,₈₀₇例であり、その中で最も多かったのは乳房₂,₀₁₉例（₂₂.₉％）
であり、次いで結腸₁,₂₂₁例（₁₃.₉％）、胃₉₆₂例（₁₀.₉％）、子宮頸部₆₅₁例（₇.₄％）、肺₅₉₁例

（₆.₇％）、直腸₄₆₃例（₅.₃％）であった。結腸と直腸を合わせた大腸がんの登録数は₁,₆₈₄例
（₁₉.₂％）で₂₀₀₆年までは最も多かったが、₂₀₀₇年以降は乳がんが最も多くなっている。（図

₂ ⊖ ₂ 、表 ₂ ⊖ ₂ ）

₃ ．二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍の登録数・登録率（人口₁₀万対）（図 ₃ ⊖ ₁ 、
₃ ⊖ ₂ 、 ₃ ⊖ ₃ 、表 ₃ ⊖ ₁ 、 ₃ ⊖ ₂ ）

　二次保健医療圏別に登録数をみると、男性では広島が₅,₃₂₇例で最も多く、次いで福山・府
中₁,₄₆₇例、呉₁,₃₆₆例、尾三₁,₀₆₁例、広島中央₆₆₃例、広島西₆₅₂例、備北₄₉₄例であった。医
療圏不明は₄₃例（全体の₀.₄％）で、昨年の医療圏不明割合（₂.₁％）より減少していた。女性
では、広島が₄,₀₃₄例で最も多く、次いで福山・府中₁,₁₉₅例、呉₉₇₇例、尾三₇₈₇例、広島中央
₅₇₆例、広島西₄₁₇例、備北₃₆₀例だった。医療圏不明は₃₅例（₀.₄％）で、男性と同様に昨年
の₁.₇％よりも改善されていた。
　二次保健医療圏別の登録率（人口₁₀万対）は、男性では呉が₅₂₅.₂で最も高く、次いで広島
₅₁₂.₇、備北₅₀₂.₃と続いていた。福山・府中は₃₂₅.₆と他の圏域よりも低かった。女性では、
備北が₄₀₀以上、呉、広島が₃₅₀以上と高く、広島中央、広島西、尾三が₃₀₀以上、福山・府中
が₂₈₃.₆と低くなっていた。
　福山・府中圏域では、₂₀₁₀年まで多数の症例を登録している施設からの病理診断報告書に
住所の記載がなく、その登録症例が医療圏不明として取り扱われたため、登録率が見かけ上
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低くなっていた。しかし、₂₀₁₁年診断症例よりその施設から住所が記載されるようになった
ため、より正確な登録率に近づいたと考えられる。その他の施設でも、医療圏不明として扱
われる登録症例の割合が概ね漸減しており、₂₀₁₂年の悪性・良性を含めた登録では、住所不
明割合が₀.₉％で、昨年の₂.₇％よりも改善されていた。

₄ ．二次保健医療圏別にみた悪性腫瘍の登録精度（I/M 比）
　I/M（Incidence/Mortality）比は罹患数を死亡数で除したものであり、地域がん登録（臨
床登録）において登録精度（カバー率）の指標として用いられる。ここでは、罹患数を登録
数に置きかえて、「登録数／死亡数比」を I/M 比として考えて、参考値として算出した。国
立がん研究センターが報告している MCIJ₂₀₁₁（Monitoring of Cancer Incidence in Japan）で
は、登録精度管理の指標として ₂ 段階の精度基準を設定しており、より高精度の精度基準Ａ
では I/M 比が₂.₀以上、従来の精度基準Ｂでは₁.₅以上としている₁ 。
　二次保健医療圏別には、男性では広島、広島西、呉、備北で ₂ 以上であったのに対し、福
山・府中では₁.₆と若干低かったものの、昨年（₁.₄）よりは改善しており、全ての医療圏で₁.₅
以上を達成していた。女性では福山・府中（₁.₉）以外の圏域で ₂ 以上であり、登録精度は良
好であった。（表 ₄ ）

₅ ．悪性腫瘍の部位別死亡者数と死亡割合
　広島県における男性の悪性腫瘍死亡数は₄,₉₀₇人で、肺が₁,₁₂₂人（₂₂.₉％）と最も多く、次
いで胃₇₂₁人（₁₄.₇％）、肝臓₆₀₇人（₁₂.₄％）であった。（図 ₅ ⊖ ₁ 、表 ₅ ⊖ ₁ ）
　女性の悪性腫瘍死亡数は₃,₃₀₇人で、肺が₅₀₄人（₁₅.₂％）で最も多く、次いで胃₃₇₉人

（₁₁.₅％）、肝臓₃₃₉人（₁₀.₃％）であった。結腸と直腸を合わせた大腸がんの死亡数は₄₄₁人
（₁₃.₄％）で、胃を上回っていた。（図 ₅ ⊖ ₂ 、表 ₅ ⊖ ₂ ）

₆ ．二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍死亡数・死亡率（人口₁₀万対、₁₉₈₅年日本モ
デル人口で調整）

　二次保健医療圏別悪性腫瘍死亡数は、男性では広島が最も多く₁,₉₇₀人、次いで福山・府中
₉₄₆人、呉₅₉₀人、尾三₅₈₃人、広島中央₃₄₁人、備北₂₃₉人、広島西₂₃₈人であった。死亡率を
二次保健医療圏別に見ると、呉₁₈₆.₇が最も高く、次いで福山・府中₁₈₅.₈、尾三₁₈₃.₂、備北
₁₈₀.₉、広島₁₇₀.₁、広島中央₁₆₃.₆、広島西₁₆₁.₇であった。すべての二次保健医療圏で肺がん
の死亡率が最も高かった。（図 ₆ ⊖ ₁ 、 ₆ ⊖ ₂ 、表 ₆ ⊖ ₁ ）
　一方、女性の二次保健医療圏別悪性腫瘍死亡数は広島が最も多く₁,₃₅₀人、次いで福山・府
中₆₁₆人、呉₄₁₄人、尾三₃₆₅人、広島中央₂₄₄人、備北と広島西が共に₁₅₉人であった。また死
亡率は、二次保健医療圏別に見ると、福山・府中₉₆.₃が最も高く、次いで呉₉₂.₃、広島₈₄.₁、
尾三₈₁.₂、広島中央₈₁.₁、備北₇₅.₂、広島西₇₄.₉であった。部位別には、広島、呉、尾三、備
北で肺がんの死亡率が最も高かったが、広島西では膵臓がん、広島中央、福山・府中では乳



─  11  ─

がんの死亡率が最も高かった。
　なお、図表には示されていないが、結腸と直腸を合わせた大腸がんの死亡率が他のがんを
上回っていたのは、女性の広島中央で、死亡率は₁₁.₅であり、乳がんより高かった。（図 ₆ ⊖
₁ 、 ₆ ⊖ ₃ 、表 ₆ ⊖ ₂ ）

₇ ．（参考）広島県および全国の悪性腫瘍死亡数・死亡率（人口₁₀万対、₁₉₈₅年日本人モデル
人口で調整）

　広島県における悪性腫瘍死亡数は男性₄,₈₈₅人、女性₃,₂₈₁人、合計₈,₁₆₆人であった。悪性
腫瘍死亡率（人口₁₀万対）は、男性では全国が₁₇₅.₇に対し広島県は₁₇₇.₆、女性では全国が
₉₀.₃に対し広島県は₈₇.₂でほぼ全国のがん死亡率と同程度であった。主要部位別にみると、男
性、女性ともに肝臓がんの死亡率が全国よりも高かった。（表 ₇ ⊖ ₁ 、 ₇ ⊖ ₂ ）

₈ ．（参考）悪性腫瘍の主要部位別登録数・登録割合の経年変化（₁₉₉₃～₂₀₁₂年）
　男性の悪性腫瘍登録数は、₁₉₉₃年の₅,₉₁₉例から₂₀₁₂年の₁₁,₅₉₉例と増加していた。全期間
を通して胃がんが最も多く年間₁,₈₀₀例前後であったが、₂₀₀₆年以降にさらに増加傾向とな
り、₂₀₁₂年には₂,₃₀₇例になった。次いで、結腸がんは₂₀₀₃年以降年間₁,₃₀₀例前後であった
が、₂₀₀₈年以降に₁,₅₀₀例を越え、₂₀₁₂年には₁,₇₄₆例になった。前立腺がんは₁₉₉₃年（₃₀₀例）
から増加し始め、₂₀₀₃年から₂₀₀₈年までは約₁,₂₀₀例で推移、₂₀₀₉年から再び増加、₂₀₁₀年と
₂₀₁₁年には結腸がんを上回り、₂₀₁₂年には₁,₆₆₃例になった。₁₉₉₀年代からの前立腺がん登録
数増加は、₁₉₈₀年代半ばから前立腺がんのマーカーとして PSA（Prostate Specific Antigen）
が臨床的に利用され始めたことが影響していると考える。また肺がん、直腸がん、膀胱がん
も登録数が増加傾向である。結腸と直腸を合わせた大腸がんの登録数は、概ね胃がんよりも
若干多い程度で推移していた。全体に占める割合は、胃がんは約₃₀％から約₂₀％に低下して
いた。前立腺がんが₁₉₉₃年の₅.₁％から₂₀₁₂年には₁₄.₃％まで増加しており、登録数全体に対
する割合が大きく増加していた。（図 ₈ ⊖ ₁ 、図 ₈ ⊖ ₂ 、表 ₈ ⊖ ₁ ）
　女性の悪性腫瘍登録数は、₁₉₉₃年の₄,₆₄₅例から₂₀₁₂年の₈,₈₀₇例と増加していた。₁₉₉₃年か
ら₁₉₉₇年までは胃がんが最も多く、₁₉₉₇年から₂₀₀₂年までは胃がん、結腸がん、乳がんが年
間₈₀₀例から₉₀₀例と同程度であった。₂₀₀₄年以降は、乳がんの登録数が急激に増加し、₂₀₀₄
年から₂₀₁₂年までで約 ₂ 倍（₂,₀₁₉例）になった。₂₀₀₀年代に入ってからの乳がんの急激な
増加は、ピンクリボン運動の推進やコアニードル生検の普及、₂₀₀₉年以降の乳がん検診無料
クーポン配布等が影響していると考えられる。これは、非浸潤性乳管がん（DCIS：Ductal 

carcinoma in situ）＊注が、₂₀₀₃年の₉₀例（乳がんの ₇ ％）から₂₀₁₂年には₂₆₀例（₁₃％）に増加
していることからも推察される。また、図表には示されていないが、乳がんの年齢階級別の
登録数は、₆₀歳以上で増加しており、高齢化の影響が示唆される。年齢調整登録率は、登録
数と同じく、₂₀₀₀年代から急激に増加している。一方で、年齢調整死亡率には顕著な増加が
みられないので ₂ 、乳がんの登録率の増加には、検診の普及や登録精度の向上による非致死



─  12  ─

乳がんの登録数の増加が影響していると考えられる。また、全国的な傾向として、 ₃ 県（山
形、福井、長崎）の地域がん登録を用いた年齢調整罹患率は、₁₉₈₅年から₂₀₁₀年まで一貫し
て増加している ₃ 。大阪府地域がん登録を用いた研究によると、₁₉₅₀年代生まれの世代で乳が
んの罹患リスクが高く、食生活を含む生活習慣の欧米化や、晩婚化や出生率の低下に関連し
た生殖歴が影響していると示唆される₄ 。本報告書の登録率増加にも、検診の普及や登録精度
の向上と共に、これらのリスク因子が影響している可能性があり、今後の推移を観察する必
要がある。また、肺がんは₁₉₉₇年までは₂₀₀例以下であったが、₂₀₀₀年以降の増加が著しく、
₂₀₁₂年には₅₉₁例で、約 ₂ 倍になっていた。子宮頸がん、甲状腺がんも₂₀₀₅年以降に徐々に増
加傾向が見られる。結腸と直腸を合わせた大腸がんの登録数が最も多かったのは、₁₉₉₃年か
ら₂₀₀₆年までであり、その後は乳がんにとってかわられた。全体に占める割合は、大腸がん
は概ね₂₀％程度で推移しており、乳がんは₁₉₉₃年の₁₅.₆％から₂₀₁₂年には₂₂.₉％に増加してい
た。胃がんは約₂₀％から₁₀％まで低下していた。（図 ₈ ⊖ ₃ 、図 ₈ ⊖ ₄ 、表 ₈ ⊖ ₂ ）

参考文献
₁ ．独立行政法人　国立がん研究センター　がん対策情報センター．西本寛，松田智大，柴田亜希子，堀

芽久美編．₂₀₁₅．全国がん罹患モニタリング集計　Monitoring of Cancer Incidence in Japan, MCIJ　
₂₀₁₁年罹患数・率報告．

₂ ．広島県，一般財団法人 広島県医師会，公益財団法人 放射線影響研究所．広島県医師会地域がん登録
運営委員会編．広島県のがん登録（平成₂₄年集計）．

₃ ．Katanoda K, Hori M, Matsuda T, Shibata A, Nishino Y, Hattori M, Soda M, Ioka A, Sobue T, Nishimoto 
H. ₂₀₁₅. An updated report on the trends in cancer incidence and mortality in Japan, ₁₉₅₈-₂₀₁₃. Japanese 
journal of clinical oncology. ₄₅: ₃₉₀-₄₀₁.

₄ ．Ito Y, Ioka A, Nakayama T, Tsukuma H, Nakamura T. ₂₀₁₁. Comparison of trends in cancer incidence and 
mortality in Osaka, Japan, using an age-period-cohort model. Asian Pacific journal of cancer prevention, 
₁₂: ₈₇₉-₈₈.

* 注） Ductal carcinoma in situ, solid type，Noninfiltrating intraductal carcinoma, NOS，Noninfiltrating 
comedocarcinoma，Noninfiltrating intraductal papillary adenocarcinoma，Noninfiltrating intracystic 
carcinoma，Intraductal micropapillar y carcinoma，Lobular carcinoma in situ, NOS，Intraductal 
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1 ．良性腫瘍の部位別登録数・登録割合

（登録数　7,524例）

図 1 − 1 　良性腫瘍の部位別登録割合（男性、2012年）

（登録数　8,178例）

図 1 − 2 　良性腫瘍の部位別登録割合（女性、2012年）

（登録数　7,524例）

図 1 − 1 　良性腫瘍の部位別登録割合（男性、2012年）
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表 1 − 1 　良性腫瘍の部位別登録数・登録割合（男性、2012年）

登録数 割合（％）
結 腸 ₄,₆₉₅ ₆₂.₄ 

皮 膚 ₆₁₇ ₈.₂ 

胃 ₅₃₀ ₇.₀ 

結合組織・軟部組織 ₄₉₃ ₆.₆ 

直 腸 ₄₅₉ ₆.₁ 

そ の 他 ₇₃₀ ₉.₇ 

合　　計 ₇,₅₂₄ ₁₀₀.₀ 

表 1 − 2 　良性腫瘍の部位別登録数・登録割合（女性、2012年）

登録数 割合（％）
結 腸 ₂,₆₂₀ ₃₂.₀ 

子 宮 体 部 ₁,₄₄₉ ₁₇.₇ 

皮 膚 ₉₀₁ ₁₁.₀ 

卵 巣 ₇₈₄ ₉.₆ 

結合組織・軟部組織 ₅₀₃ ₆.₂ 

乳 房 ₄₀₈ ₅.₀ 

直 腸 ₂₈₃ ₃.₅ 

胃 ₂₆₀ ₃.₂ 

そ の 他 ₉₇₀ ₁₁.₉ 

合　　計 ₈,₁₇₈ ₁₀₀.₀ 
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2 ．悪性腫瘍の部位別登録数・登録割合

（登録数　11,599例）

図 2 − 1 　悪性腫瘍の部位別登録割合（男性、2012年）

（登録数　8,807例）

図 2 − 2 　悪性腫瘍の部位別登録割合（女性、2012年）

（登録数　11,599例）

図 2 − 1 　悪性腫瘍の部位別登録割合（男性、2012年）
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表 2 − 1 　悪性腫瘍の部位別登録数・登録割合（男性、2012年）

登録数 割合（％）
胃 ₂,₃₀₇ ₁₉.₉ 

結 腸 ₁,₇₄₆ ₁₅.₁ 

前 立 腺 ₁,₆₆₃ ₁₄.₃ 

肺 ₁,₀₉₀ ₉.₄ 

直 腸 ₈₄₄ ₇.₃ 

膀 胱 ₇₂₄ ₆.₂ 

食 道 ₄₃₂ ₃.₇ 

肝 臓 ₃₇₃ ₃.₂ 

腎 ・ 尿 路 ₃₆₂ ₃.₁ 

リ ン パ 腫 * ₃₅₂ ₃.₀ 

そ の 他 ₁,₇₀₆ ₁₄.₇ 

合　計 ₁₁,₅₉₉ ₁₀₀.₀ 

表 2 − 2 　悪性腫瘍の部位別登録数・登録割合（女性、2012年）

登録数 割合（％）
乳 房 ₂,₀₁₉ ₂₂.₉ 

結 腸 ₁,₂₂₁ ₁₃.₉ 

胃 ₉₆₂ ₁₀.₉ 

子 宮 頸 部 ₆₅₁ ₇.₄ 

肺 ₅₉₁ ₆.₇ 

直 腸 ₄₆₃ ₅.₃ 

甲 状 腺 ₃₈₅ ₄.₄ 

子 宮 体 部 ₃₂₅ ₃.₇ 

皮　　膚 ** ₃₁₉ ₃.₆ 

リ ン パ 腫 * ₂₈₅ ₃.₂ 

そ の 他 ₁,₅₈₆ ₁₈.₀ 

合　計 ₈,₈₀₇ ₁₀₀.₀ 

*　白血病は含まない
** 悪性黒色腫は含まない



─  17  ─

₃ ．二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍登録数・登録率 
（人口10万対、1₉₈₅年日本モデル人口で調整）

図 3 − 1 　二次保健医療圏別にみた悪性腫瘍全部位の登録率

図 3 − 2 　二次保健医療圏別 ･部位別にみた悪性腫瘍の登録率（男性、2012年）

図 3 − 3 　二次保健医療圏別 ･部位別にみた悪性腫瘍の登録率（女性、2012年）

図 3 − 2 　二次保健医療圏別 ･部位別にみた悪性腫瘍の登録率（男性、2012年）
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表 3 − 1 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍登録数・登録率　男性（人口10万対）

　　医療圏

部　位

登　　　　　録　　　　　数　（登録率）
広　島 広島西 呉 広島中央 尾　三 福山・府中 備　北

胃 　 ₁,₀₂₆ 
（₉₄.₉） 

₁₀₃ 
（₇₅.₁） 

₂₅₇ 
（₉₅.₄） 

₁₄₅ 
（₈₀.₆） 

₁₉₉ 
（₇₁.₀） 

₃₄₅ 
（₇₄.₃） 

₁₀₅ 
（₁₀₅.₅） 

結 腸 858 
（84.0） 

94 
（72.2） 

237 
（90.9） 

97 
（55.7） 

148 
（57.5） 

174 
（40.0） 

73 
（73.7） 

前 立 腺 ₇₅₄ 
（₆₆.₇） 

₁₃₅ 
（₉₇.₆） 

₁₈₅ 
（₆₀.₇） 

₇₈ 
（₄₁.₂） 

₁₈₀ 
（₆₄.₀） 

₁₉₂ 
（₃₈.₂） 

₇₆ 
（₇₃.₆） 

肺 　 ₄₅₉ 
（₄₄.₁） 

₆₆ 
（₄₉.₃） 

₁₄₀ 
（₅₄.₂） 

₇₁ 
（₄₀.₈） 

₁₀₀ 
（₃₈.₀） 

₁₅₉ 
（₃₂.₇） 

₃₉ 
（₃₅.₇） 

直 腸 ₃₉₇ 
（₄₀.₄） 

₄₂ 
（₃₅.₇） 

₉₂ 
（₄₁.₈） 

₄₈ 
（₃₀.₀） 

₇₇ 
（₃₁.₈） 

₁₀₉ 
（₂₆.₇） 

₃₅ 
（₄₀.₆） 

膀 胱 ₃₂₈ 
（₂₉.₆） 

₅₁ 
（₃₆.₇） 

₈₁ 
（₂₆.₉） 

₃₆ 
（₁₈.₃） 

₆₃ 
（₂₅.₁） 

₁₁₄ 
（₂₃.₁） 

₂₅ 
（₂₁.₁） 

食 道 ₂₂₁ 
（₂₁.₄） 

₁₇ 
（₁₃.₁） 

₄₄ 
（₁₆.₆） 

₂₇ 
（₁₄.₈） 

₂₆ 
（₉.₅） 

₄₅ 
（₁₀.₅） 

₂₀ 
（₂₅.₂） 

そ の 他  ₁,₂₈₄ 
（₁₃₁.₆） 

₁₄₄ 
（₁₂₁.₃） 

₃₃₀ 
（₁₃₈.₆） 

₁₆₁ 
（₉₄.₂） 

₂₆₈ 
（₁₁₃.₅） 

₃₂₉ 
（₈₀.₂） 

₁₂₁ 
（₁₂₆.₉） 

合　計 ₅,₃₂₇ 
（₅₁₂.₇） 

₆₅₂ 
（₅₀₁.₀） 

₁,₃₆₆ 
（₅₂₅.₂） 

₆₆₃ 
（₃₇₅.₈） 

₁,₀₆₁ 
（₄₁₀.₅） 

₁,₄₆₇ 
（₃₂₅.₆） 

₄₉₄ 
（₅₀₂.₃） 

医療圏不明 ₄₃例　　県外 ₅₂₅例

表 3 − 2 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍登録数・登録率　女性（人口10万対）

　　医療圏

部　位

登　　　　　録　　　　　数　（登録率）
広　島 広島西 呉 広島中央 尾　三 福山・府中 備　北

乳 房    ₉₂₆ 
（₁₀₂.₂） 

₁₀₈ 
（₁₀₅.₀） 

₂₀₂ 
（₉₅.₀） 

₁₂₀ 
（₈₅.₈） 

₁₆₇ 
（₈₂.₄） 

₃₁₁ 
（₈₄.₅） 

₆₅ 
（₉₈.₆） 

結 腸    589 
（45.6） 

64 
（37.9） 

154 
（45.8） 

79 
（41.5） 

88 
（27.0） 

139 
（24.2） 

54 
（40.8）                 

胃 　      ₄₁₅ 
（₃₀.₅） 

₄₁ 
（₂₂.₉） 

₁₁₅ 
（₂₉.₆） 

₅₅ 
（₂₁.₅） 

₉₉ 
（₂₉.₉） 

₁₃₄ 
（₂₅.₉） 

₄₈ 
（₃₀.₈） 

子 宮 頸 部 ₂₉₃ 
（₄₂.₂） 

₂₆ 
（₃₆.₂） 

₆₉ 
（₆₄.₄） 

₅₂ 
（₅₁.₉） 

₅₁ 
（₄₇.₂） 

₉₄ 
（₃₇.₉） 

₂₈ 
（₆₉.₁） 

肺 　 ₂₇₇ 
（₂₂.₈） 

₂₇ 
（₁₉.₈） 

₇₂ 
（₂₆.₅） 

₃₆ 
（₁₉.₁） 

₆₁ 
（₁₈.₈） 

₈₂ 
（₁₅.₉） 

₂₀ 
（₁₃.₆） 

直 腸      203 
（18.9） 

18 
（12.1） 

58 
（20.5） 

29 
（13.3） 

46 
（15.9） 

57 
（13.1） 

27 
（21.2） 

甲 状 腺  208 
（24.1） 

13 
（13.1） 

29 
（14.1） 

34 
（21.2） 

25 
（15.3） 

42 
（12.3） 

16 
（24.0） 

そ の 他  ₁,₁₂₃ 
（₉₉.₇） 

₁₂₀ 
（₉₅.₁） 

₂₇₈ 
（₉₈.₀） 

₁₇₁ 
（₉₅.₅） 

₂₅₀ 
（₇₈.₆） 

₃₃₆ 
（₆₉.₉） 

₁₀₂ 
（₁₀₇.₆） 

合　計 4,034 
（386.0） 

417 
（342.1） 

977 
（393.8） 

576 
（349.8） 

787 
（315.1） 

1,195 
（283.6） 

360 
（405.7） 

医療圏不明 ₃₅例　　県外 ₄₂₄例
注）登録率は人口₁₀万対、₁₉₈₅年日本モデル人口で調整
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４ ．医療圏別にみた悪性腫瘍の登録精度（Ｉ／Ｍ比）

表 4　二次保健医療圏別にみた悪性腫瘍の登録精度

男　　性 女　　性
登録数 死亡数 I/M 比 登録数 死亡数 I/M 比

広島県全体 ₁₁,₀₇₄ ₄,₉₀₇ ₂.₃ ₈,₃₈₃ ₃,₃₀₇ ₂.₅ 

広 島 ₅,₃₂₇ ₁,₉₇₀ ₂.₇ ₄,₀₃₅ ₁,₃₅₀ ₃.₀ 

広 島 西 ₆₅₂ ₂₃₈ ₂.₇ ₄₁₇ ₁₅₉ ₂.₆ 

呉 ₁,₃₆₆ ₅₉₀ ₂.₃ ₉₇₇ ₄₁₄ ₂.₄ 

広 島 中 央 ₆₆₄ ₃₄₁ ₁.₉ ₅₇₆ ₂₄₄ ₂.₄ 

尾 　 三 ₁,₀₆₁ ₅₈₃ ₁.₈ ₇₈₈ ₃₆₅ ₂.₂ 

福山・ 府中 ₁,₄₆₇ ₉₄₆ ₁.₆ ₁,₁₉₅ ₆₁₆ ₁.₉ 

備 北 ₄₉₄ ₂₃₉ ₂.₁ ₃₆₀ ₁₅₉ ₂.₃ 

注 ₁ ）広島県外住所のものは除く 
注 ₂ ）医療圏不明があるために、圏域別登録数の合計は県全体と一致しない
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₅ ．悪性腫瘍の部位別死亡者数・死亡割合

（死亡数　4,907人）

図 5 − 1 　悪性腫瘍死亡の部位別割合（男性、2012年）

（死亡数　3,307人）

図 5 − 2 　悪性腫瘍死亡の部位別割合（女性、2012年）

（死亡数　4,907人）

図 5 − 1 　悪性腫瘍死亡の部位別割合（男性、2012年）
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表 5 − 1 　悪性腫瘍の部位別死亡者数・死亡割合（男性、2012年）

死亡数 割合（％）
肺 ₁,₁₂₂ ₂₂.₉ 

胃 ₇₂₁ ₁₄.₇ 

肝 臓 ₆₀₇ ₁₂.₄ 

結 腸 ₃₅₂ ₇.₂ 

膵 臓 ₃₃₃ ₆.₈ 

前 立 腺 ₂₅₀ ₅.₁ 

胆嚢・ 胆管 ₂₀₃ ₄.₁ 

食 道 ₁₉₁ ₃.₉ 

直 腸 ₁₈₁ ₃.₇ 

リ ン パ 腫 * ₁₅₈ ₃.₂ 

そ の 他         ₇₈₉ ₁₆.₁ 

合　計 ₄,₉₀₇ ₁₀₀.₀ 

表 5 − 2 　悪性腫瘍の部位別死亡者数・死亡割合（女性、2012年）

死亡数 割合（％）
肺 ₅₀₄ ₁₅.₂ 

胃 ₃₇₉ ₁₁.₅ 

肝 臓 ₃₃₉ ₁₀.₃ 

結 腸 ₃₂₀ ₉.₇ 

膵 臓 ₃₁₄ ₉.₅ 

乳 房 ₂₇₄ ₈.₃ 

胆嚢・ 胆管 ₁₈₈ ₅.₇ 

直 腸 ₁₂₁ ₃.₇ 

リ ン パ 腫 * ₁₁₉ ₃.₆ 

子 宮 ₁₁₅ ₃.₅ 

そ の 他       ₆₃₄ ₁₉.₂ 

合　計 ₃,₃₀₇ ₁₀₀.₀ 

* 白血病は含まない
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₆ ．二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍死亡数・死亡率
（人口10万対、1₉₈₅年日本モデル人口で調整）

図 6 − 1 　二次保健医療圏別にみた悪性腫瘍全部位の死亡率

図 6 − 2 　二次保健医療圏別 ･部位別にみた悪性腫瘍の死亡率（男性、2012年）

図 6 − 3 　二次保健医療圏別 ･部位別にみた悪性腫瘍の死亡率（女性、2012年）

図 6 − 2 　二次保健医療圏別 ･部位別にみた悪性腫瘍の死亡率（男性、2012年）
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表 6 − 1 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍死亡数・死亡率　男性（人口10万対）
医療圏

部　位

死　　　　　亡　　　　　数　（死亡率）
広　島 広島西 呉 広島中央 尾　三 福山・府中 備　北

肺  ₄₄₅
（₃₈.₂）     

 ₅₄
（₃₈.₂）     

₁₄₂
（₄₃.₃）     

 ₇₄
（₃₆.₂）     

₁₃₄
（₄₁.₅）     

₂₂₅
（₄₂.₆）     

 ₄₈
（₃₆.₂）

胃  ₂₇₃
（₂₄.₁）     

 ₃₅
（₂₂.₀）     

₁₀₂
（₃₂.₉）     

 ₆₆
（₃₁.₀）     

 ₈₁
（₂₃.₆）     

₁₂₅
（₂₅.₁）     

 ₃₉
（₃₂.₀）

肝 臓  ₂₂₇
（₁₉.₈）     

 ₃₂
（₂₃.₅）     

 ₇₁
（₂₅.₀）     

 ₃₃
（₁₅.₈）     

 ₈₁
（₂₈.₀）     

₁₃₁
（₂₇.₃）     

 ₃₂
（₂₇.₁）

結 腸  ₁₅₄
（₁₃.₁）     

 ₁₄ 
（₉.₃）     

 ₄₁
（₁₁.₆）     

 ₁₈ 
（₈.₂）     

 ₄₃
（₁₂.₇）     

 ₆₃
（₁₂.₈）     

 ₁₉
（₁₂.₅）

膵 臓  ₁₂₆
（₁₁.₂）     

 ₁₉
（₁₄.₃）     

 ₄₂
（₁₃.₅）     

 ₂₅
（₁₃.₃）     

 ₄₈
（₁₆.₄）     

 ₆₆
（₁₃.₇）     

  ₇ 
（₆.₀）

前 立 腺  ₁₀₃ 
（₇.₇）     

 ₁₃ 
（₆.₀）     

 ₃₁ 
（₇.₄）     

 ₁₃ 
（₆.₁）     

 ₂₅ 
（₆.₄）     

 ₄₉ 
（₇.₉）     

 ₁₆ 
（₇.₃）

胆嚢・胆管     74 
（5.8）     

 14 
（9.3）     

 19 
（5.8）     

 20 
（8.3）     

 21 
（7.0）     

 45 
（7.8）     

 10 
（9.1）

そ の 他  ₅₆₈
（₅₀.₁）     

 ₅₇
（₃₉.₁）     

₁₄₂
（₄₇.₂）     

 ₉₂
（₄₄.₆）     

₁₅₀
（₄₇.₆）     

₂₄₂
（₄₈.₇）     

 ₆₈
（₅₀.₇）

合　計 ₁,₉₇₀ 
（₁₇₀.₁）     

₂₃₈ 
（₁₆₁.₇）     

₅₉₀ 
（₁₈₆.₇）     

₃₄₁ 
（₁₆₃.₆）     

₅₈₃ 
（₁₈₃.₂）     

₉₄₆ 
（₁₈₅.₈）     

₂₃₉ 
（₁₈₀.₉）

表 6 − 2 　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍死亡数・死亡率　女性（人口10万対）
医療圏

部　位

死　　　　　亡　　　　　数　（死亡率）
広　島 広島西 呉 広島中央 尾　三 福山・府中 備　北

肺  ₂₁₆
（₁₃.₈）     

 ₂₀ 
（₇.₂）     

 ₆₃
（₁₂.₇）     

 ₃₀ 
（₈.₀）     

 ₆₉
（₁₃.₆）     

 ₈₁
（₁₀.₈）     

 ₂₅
（₁₄.₅）

胃  ₁₆₃
（₁₀.₃）     

 ₁₄ 
（₄.₉）     

 ₄₀ 
（₈.₄）     

 ₃₂
（₁₀.₁）     

 ₄₂ 
（₈.₂）     

 ₆₈ 
（₉.₃）     

 ₂₀ 
（₉.₄）

肝 臓  152 
（8.1）     

 23 
（8.7）     

 45 
（7.2）     

 13 
（3.1）     

 37 
（6.7）     

 60 
（8.2）     

  9 
（2.0）

結 腸  ₁₄₄ 
（₇.₉）     

 ₁₂ 
（₃.₅）     

 ₃₆ 
（₇.₉）     

 ₃₀ 
（₈.₂）     

 ₃₁ 
（₆.₃）     

 ₄₈ 
（₆.₇）     

 ₁₉ 
（₇.₀）

膵 臓  ₁₂₆ 
（₇.₂）     

 ₁₉ 
（₉.₆）     

 ₃₆ 
（₅.₆）     

 ₂₁ 
（₈.₀）     

 ₃₂ 
（₆.₆）     

 ₆₃ 
（₈.₁）     

 ₁₇ 
（₈.₇）

乳 房  ₁₁₉ 
（₉.₉）     

 ₁₁ 
（₇.₃）     

 ₃₀
（₁₂.₃）     

 ₂₁
（₁₀.₉）     

 ₂₆
（₁₁.₈）     

 ₆₀
（₁₅.₅）     

  ₇ 
（₃.₈）

胆嚢・胆管   ₅₈ 
（₃.₁）     

 ₁₃ 
（₆.₄）     

 ₃₁ 
（₅.₈）     

 ₁₃ 
（₄.₃）     

 ₂₅ 
（₄.₀）     

 ₃₈ 
（₄.₅）     

 ₁₀ 
（₇.₈）

そ の 他  ₃₇₂
（₂₃.₈）     

 ₄₇
（₂₇.₁）     

₁₃₃
（₃₂.₄）     

 ₈₄
（₂₈.₄）     

₁₀₃
（₂₄.₁）     

₁₉₈
（₃₃.₁）     

 ₅₂
（₂₂.₀）

合　計 1,350
（84.1）     

159
（74.9）     

414
（92.3）     

244
（81.1）     

365
（81.2）     

616
（96.3）     

159
（75.2）

注）死亡率は人口₁₀万対、₁₉₈₅年日本モデル人口で調整
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７ ．（参考）広島県および全国の悪性腫瘍死亡数・死亡率（人口10万対）　

表 7 − 1 　広島県および全国の悪性腫瘍死亡数・死亡率（男性、2012年）

全部位 肺　 胃 肝　臓
死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率

広島県 ₄,₈₈₅ ₁₇₇.₆ ₁,₁₁₇ ₄₀.₃ ₇₁₉ ₂₆.₁ ₆₀₃ ₂₂.₇ 

全　国 ₂₁₅,₁₁₀ ₁₇₅.₇ ₅₁,₃₇₂ ₄₁.₀ ₃₂,₂₀₆ ₂₆.₁ ₂₀,₀₆₀ ₁₆.₇ 

結　腸 膵　臓 前立腺 胆嚢・胆管
死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率

広島県 ₃₅₀ ₁₂.₅ ₃₃₂ ₁₂.₇ ₂₅₀   ₇.₂* ₂₀₃ ₆.₉ 

全　国 ₁₆,₀₀₆ ₁₃.₀ ₁₅,₅₁₇ ₁₃.₃ ₁₁,₁₄₃ ₇.₆ ₈,₉₆₄ ₆.₈ 

表 7 − 2 　広島県および全国の悪性腫瘍死亡数・死亡率（女性、2012年）

全部位 肺　 胃　 肝　臓
死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率

広島県 ₃,₂₈₁ ₈₇.₂ ₄₉₆ ₁₂.₆ ₃₇₆ ₉.₇ ₃₃₈ ₇.₃ 

全　国 ₁₄₅,₈₅₃ ₉₀.₃ ₂₀,₁₄₆ ₁₁.₄ ₁₆,₉₂₃ ₉.₆ ₁₀,₆₃₀ ₅.₆ 

結　腸 膵　臓 乳　房 胆嚢・胆管
死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率

広島県 ₃₁₈ ₇.₆ ₃₁₁ ₇.₅ ₂₇₃ ₁₁.₁ ₁₈₆ ₄.₃ 

全　国 ₁₆,₁₇₁ ₈.₇ ₁₄,₃₉₉ ₈.₄ ₁₂,₅₂₉ ₁₁.₅ ₉,₂₄₅ ₄.₄ 

資料）人口動態統計 注）死亡率は人口₁₀万対、₁₉₈₅年日本モデル人口で調整
 * 広島県のがん登録（平成₂₄年集計）より引用
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₈ ．（参考）悪性腫瘍の主要部位別登録数・登録割合の経年変化
（1₉₉₃～2012年）

図 8 − 1 　悪性腫瘍の主要部位別登録数の経年変化（男性）

図 8 − 2 　悪性腫瘍の主要部位別登録数の割合の経年変化（男性）

図 8 − 1 　悪性腫瘍の主要部位別登録数の経年変化（男性）
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表 8 − 1 　悪性腫瘍の主要部位別登録数と割合（男性、1993−2012年）

胃　 結腸 肺　 肝臓 食道 前立腺 直腸 膀胱 リンパ腫 皮膚 腎・尿路 その他 合計

₁₉₉₃
₁,₇₄₃

（₂₉.₄）
₉₈₀

（₁₆.₆）
₄₄₄

（₇.₅）
₂₅₈

（₄.₄）
₁₇₇

（₃.₀）
₃₀₀

（₅.₁）
₅₃₉

（₉.₁）
₃₁₂

（₅.₃）
₁₃₅

（₂.₃）
₁₆₃

（₂.₈）
－ ₈₆₈

（₁₄.₇）
₅,₉₁₉

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₄
₁,₉₅₃

（₂₉.₉）
₁,₂₆₉

（₁₉.₄）
₄₃₂

（₆.₆）
₂₂₃

（₃.₄）
₂₁₅

（₃.₃）
₃₂₁

（₄.₉）
₆₃₁

（₉.₆）
₃₄₁

（₅.₂）
₁₃₅

（₂.₁）
－ ₁₄₁

（₂.₂）
₈₇₉

（₁₃.₄）
₆,₅₄₀

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₅
₁,₉₀₇

（₂₈.₆）
₁,₂₆₆

（₁₉.₀）
₄₁₈

（₆.₃）
₂₃₆

（₃.₅）
₂₂₆

（₃.₄）
₃₅₉

（₅.₄）
₆₄₇

（₉.₇）
₃₇₂

（₅.₆）
－ ₁₇₇

（₂.₇）
₁₄₅

（₂.₂）
₉₀₅

（₁₃.₆）
₆,₆₅₈

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₆
₁,₉₇₂

（₂₇.₉）
₁,₃₉₂

（₁₉.₇）
₄₂₉

（₆.₁）
₂₇₉

（₃.₉）
₂₁₈

（₃.₁）
₄₀₅

（₅.₇）
₆₉₉

（₉.₉）
₄₀₉

（₅.₈）
－ ₁₇₉

（₂.₅）
₁₇₁

（₂.₄）
₉₁₆

（₁₃.₀）
₇,₀₆₉

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₇
₁,₆₂₀

（₂₄.₈）
₁,₃₃₇

（₂₀.₅）
₄₅₅

（₇.₀）
₂₇₇

（₄.₂）
₂₀₈

（₃.₂）
₃₇₅

（₅.₇）
₆₃₃

（₉.₇）
₃₆₃

（₅.₆）
－ － ₁₅₄

（₂.₄）
₁,₁₁₅

（₁₇.₁）
₆,₅₃₇

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₈
₁,₆₉₉

（₂₄.₆）
₁,₃₂₅

（₁₉.₂）
₅₁₀

（₇.₄）
₂₇₈

（₄.₀）
₂₂₆

（₃.₃）
₄₅₀

（₆.₅）
₆₆₀

（₉.₅）
₃₇₆

（₅.₄）
－ ₁₈₃

（₂.₆）
－ ₁,₂₀₉

（₁₇.₅）
₆,₉₁₆

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₉
₁,₈₈₈

（₂₅.₇）
₁,₂₉₄

（₁₇.₆）
₅₇₈

（₇.₉）
₂₉₅

（₄.₀）
₂₆₈

（₃.₇）
₅₇₆

（₇.₉）
₆₄₆

（₈.₈）
₃₈₆

（₅.₃）
₁₈₆

（₂.₅）
－ ₁₈₆

（₂.₅）
₁,₀₃₁

（₁₄.₁）
₇,₃₃₄

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₀
₁,₇₂₈

（₂₅.₁）
₁,₁₉₀

（₁₇.₃）
₅₈₉

（₈.₆）
₂₃₂

（₃.₄）
₂₄₅

（₃.₆）
₆₀₅

（₈.₈）
₅₈₄

（₈.₅）
₃₈₈

（₅.₆）
－ ₁₆₃

（₂.₄）
₁₆₄

（₂.₄）
₉₉₂

（₁₄.₄）
₆,₈₈₀

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₁
₂,₀₁₆

（₂₆.₂）
₁,₃₄₆

（₁₇.₅）
₅₇₅

（₇.₅）
₂₄₆

（₃.₂）
₂₈₉

（₃.₈）
₇₀₈

（₉.₂）
₆₆₅

（₈.₆）
₄₁₃

（₅.₄）
₁₈₇

（₂.₄）
₁₉₄

（₂.₅）
－ ₁,₀₆₄

（₁₃.₈）
₇,₇₀₃

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₂
₁,₈₉₅

（₂₄.₃）
₁,₂₆₉

（₁₆.₃）
₆₀₈

（₇.₈）
₂₈₃

（₃.₆）
₂₉₇

（₃.₈）
₉₂₉

（₁₁.₉）
₆₃₃

（₈.₁）
₄₂₅

（₅.₅）
₂₂₇

（₂.₉）
－ ₁₉₁

（₂.₄）
₁,₀₃₉

（₁₃.₃）
₇,₇₉₆

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₃
₁,₆₃₈

（₂₁.₈）
₁,₂₁₄

（₁₆.₁）
₅₆₀

（₇.₄）
₂₄₈

（₃.₃）
₂₅₅

（₃.₄）
₁,₁₈₆

（₁₅.₈）
₆₄₀

（₈.₅）
₄₂₂

（₅.₆）
－ ₁₇₅

（₂.₃）
₁₇₄

（₂.₃）
₁,₀₀₈

（₁₃.₄）
₇,₅₂₀

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₄
₁,₇₂₅

（₂₂.₂）
₁,₁₇₉

（₁₅.₂）
₆₁₄

（₇.₉）
₂₄₉

（₃.₂）
₃₁₀

（₄.₀）
₁,₀₈₅

（₁₄.₀）
₆₂₁

（₈.₀）
₄₈₂

（₆.₂）
₂₁₆

（₂.₈）
－ ₂₂₂

（₂.₉）
₁,₀₇₄

（₁₃.₈）
₇,₇₇₇

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₅
₁,₈₈₆

（₂₂.₁）
₁,₃₁₄

（₁₅.₄）
₇₁₄

（₈.₄）
₂₈₇

（₃.₄）
₃₁₃

（₃.₇）
₁,₁₁₆

（₁₃.₁）
₆₄₂

（₇.₅）
₅₁₈

（₆.₁）
₂₃₆

（₂.₈）
－ ₂₃₀

（₂.₇）
₁,₂₆₅

（₁₄.₈）
₈,₅₂₁

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₆
₁,₈₀₆

（₂₀.₄）
₁,₄₀₆

（₁₅.₉）
₆₇₄

（₇.₆）
₃₀₂

（₃.₄）
₃₂₀

（₃.₆）
₁,₂₅₁

（₁₄.₁）
₇₆₂

（₈.₆）
₅₂₁

（₅.₉）
₂₆₄

（₃.₀）
－ ₂₆₁

（₂.₉）
₁,₂₉₄

（₁₄.₆）
₈,₈₆₁

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₇
₁,₉₉₉

（₂₁.₇）
₁,₃₇₃

（₁₄.₉）
₇₅₇

（₈.₂）
₂₉₂

（₃.₂）
₃₆₃

（₃.₉）
₁,₁₇₉

（₁₂.₈）
₇₃₀

（₇.₉）
₅₆₄

（₆.₁）
₂₉₈

（₃.₂）
－ ₂₉₁

（₃.₂）
₁,₃₅₆

（₁₄.₇）
₉,₂₀₂

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₈
₂,₁₅₆

（₂₁.₉）
₁,₅₁₄

（₁₅.₄）
₈₃₈

（₈.₅）
₂₉₈

（₃.₀）
₃₆₅

（₃.₇）
₁,₂₂₃

（₁₂.₄）
₇₅₂

（₇.₆）
₆₀₇

（₆.₂）
₂₇₄

（₂.₈）
－ ₃₄₀

（₃.₅）
₁,₄₇₂

（₁₅.₀）
₉,₈₃₉

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₉
₂,₂₅₀

（₂₀.₆）
₁,₅₈₄

（₁₄.₅）
₉₅₃

（₈.₇）
₃₄₄

（₃.₁）
₄₂₉

（₃.₉）
₁,₅₃₈

（₁₄.₁）
₉₀₂

（₈.₃）
₆₇₂

（₆.₂）
₃₃₃

（₃.₀）
－ ₃₄₂

（₃.₁）
₁,₅₇₄

（₁₄.₄）
₁₀,₉₂₁

（₁₀₀.₀）

₂₀₁₀
₂,₂₆₉ 

（₂₀.₇） 
₁,₅₆₅ 

（₁₄.₃） 
₉₈₃ 

（₉.₀） 
₃₄₇ 

（₃.₂） 
₄₁₁ 

（₃.₈） 
₁,₅₇₉ 

（₁₄.₄） 
₈₂₁ 

（₇.₅） 
₆₈₅ 

（₆.₃） 
₃₂₇ 

（₃.₀） 
－ ₃₆₆ 

（₃.₃） 
₁,₆₀₃ 

（₁₄.₆） 
₁₀,₉₅₆ 

（₁₀₀.₀）

₂₀₁₁
₂,₂₉₇ 

（₂₀.₁） 
₁,₆₀₉ 

（₁₄.₁） 
₁,₀₇₁ 

（₉.₄） 
₃₅₁ 

（₃.₁） 
₄₂₆ 

（₃.₇） 
₁,₆₄₂ 

（₁₄.₄） 
₈₉₉ 

（₇.₉） 
₆₉₂ 

（₆.₁） 
₃₁₈ 

（₂.₈） 
－ ₃₆₃ 

（₃.₂） 
₁,₇₅₁ 

（₁₅.₃） 
₁₁,₄₁₉ 

（₁₀₀.₀） 

₂₀₁₂
₂,₃₀₇

（₁₉.₉）
₁,₇₄₆

（₁₅.₁）
₁,₀₉₀

（₉.₄）
₃₇₃

（₃.₂）
₄₃₂

（₃.₇）
₁,₆₆₃

（₁₄.₃）
₈₄₄

（₇.₃）
₇₂₄

（₆.₂）
₃₅₂

（₃.₀）
－ ₃₆₂

（₃.₁）
₁,₇₀₆

（₁₄.₇）
₁₁,₅₉₉

（₁₀₀.₀） 

上位10部位について集計した。「－」の登録数はその他に含まれる。
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図 8 − 3 　悪性腫瘍の主要部位別登録数の経年変化（女性）

図 8 − 4 　悪性腫瘍の主要部位別登録数の割合の経年変化（女性）

図 8 − 3 　悪性腫瘍の主要部位別登録数の経年変化（女性）
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表 8 − 2 　悪性腫瘍の主要部位別登録数と割合（女性、1993～2012年）

胃　 結腸 肺　 直腸 乳房 子宮体部 子宮頸部 甲状腺 皮膚 卵巣 リンパ腫 その他 合計

₁₉₉₃
₈₇₀

（₁₈.₇）
₆₈₇

（₁₄.₈）
₁₅₆

（₃.₄）
₂₇₄

（₅.₉）
₇₂₃

（₁₅.₆）
₁₅₃

（₃.₃）
₄₆₈

（₁₀.₁）
₁₅₅

（₃.₃）
₁₄₉

（₃.₂）
₁₆₈

（₃.₆）
－ ₈₄₂

（₁₈.₁）
₄,₆₄₅

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₄
885

（19.1）
683

（14.8）
148

（3.2）
313

（6.8）
680

（14.7）
158

（3.4）
466

（10.1）
196

（4.2）
144

（3.1）
163

（3.5）
－ 793

（17.1）
4,629

（100.0）

₁₉₉₅
₈₈₀

（₁₈.₄）
₇₃₃

（₁₅.₃）
₁₇₆

（₃.₇）
₃₃₅

（₇.₀）
₆₆₇

（₁₃.₉）
₁₇₃

（₃.₆）
₄₃₅

（₉.₁）
₁₇₅

（₃.₇）
₂₀₂

（₄.₂）
₁₇₅

（₃.₇）
－ ₈₃₁

（₁₇.₄）
₄,₇₈₂

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₆
₉₁₂

（₁₈.₂）
₇₈₉

（₁₅.₈）
₁₄₁

（₂.₈）
₃₆₄

（₇.₃）
₆₇₄

（₁₃.₅）
₁₈₃

（₃.₇）
₄₈₀

（₉.₆）
₁₈₂

（₃.₆）
₁₇₃

（₃.₅）
₁₇₇

（₃.₅）
－ ₉₃₃

（₁₈.₆）
₅,₀₀₈

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₇
770

（16.0）
736

（15.3）
175

（3.6）
330

（6.9）
757

（15.7）
159

（3.3）
447

（9.3）
174

（3.6）
178

（3.7）
155

（3.2）
－ 930

（19.3）
4,811

（100.0）

₁₉₉₈
₇₂₇

（₁₄.₆）
₈₃₁

（₁₆.₇）
₂₀₉

（₄.₂）
₃₇₃

（₇.₅）
₈₃₉

（₁₆.₈）
₁₅₃

（₃.₁）
₃₈₉

（₇.₈）
₁₇₀

（₃.₄）
₁₇₂

（₃.₅）
₁₃₆

（₂.₇）
－ ₉₈₁

（₁₉.₇）
₄,₉₈₀

（₁₀₀.₀）

₁₉₉₉
868

（16.5）
845

（16.0）
239

（4.5）
381

（7.2）
850

（16.1）
181

（3.4）
425

（8.1）
195

（3.7）
176

（3.3）
161

（3.1）
－ 954

（18.1）
5,275

（100.0）

₂₀₀₀
₈₁₄

（₁₅.₇）
₇₅₄

（₁₄.₅）
₂₄₁

（₄.₆）
₃₅₀

（₆.₇）
₈₂₇

（₁₅.₉）
₁₈₂

（₃.₅）
₄₃₄

（₈.₄）
₂₀₈

（₄.₀）
₁₉₀

（₃.₇）
－ ₁₆₈

（₃.₂）
₁,₀₂₁

（₁₉.₇）
₅,₁₈₉

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₁
₉₁₆

（₁₆.₂）
₈₇₈

（₁₅.₅）
₂₆₇

（₄.₇）
₃₆₄

（₆.₄）
₉₂₈

（₁₆.₄）
₂₂₀

（₃.₉）
₄₆₈

（₈.₃）
₁₉₈

（₃.₅）
₂₂₈

（₄.₀）
₁₇₈

（₃.₁）
－ ₁,₀₁₆

（₁₇.₉）
₅,₆₆₁

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₂
₈₆₈

（₁₅.₆）
₉₀₅

（₁₆.₂）
₂₉₉

（₅.₄）
₃₆₅

（₆.₅）
₉₂₄

（₁₆.₆）
₂₀₀

（₃.₆）
₄₀₁

（₇.₂）
₂₀₁

（₃.₆）
₂₀₉

（₃.₇）
₁₆₉

（₃.₀）
－ ₁,₀₃₃

（₁₈.₅）
₅,₅₇₄

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₃
₈₄₄

（₁₆.₄）
₇₈₈

（₁₅.₄）
₂₆₂

（₅.₁）
₃₃₀

（₆.₄）
₉₂₀

（₁₇.₉）
₁₆₈

（₃.₃）
₃₅₃

（₆.₉）
₁₈₀

（₃.₅）
₁₇₆

（₃.₄）
₁₅₁

（₂.₉）
－ ₉₅₉

（₁₈.₇）
₅,₁₃₁

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₄
₇₄₈

（₁₃.₂）
₇₉₇

（₁₄.₁）
₃₁₇

（₅.₆）
₃₄₄

（₆.₁）
₁,₁₀₉

（₁₉.₆）
₂₀₂

（₃.₆）
₄₃₀

（₇.₆）
₂₁₂

（₃.₇）
₂₁₆

（₃.₈）
－ ₁₈₇

（₃.₃）
₁,₀₉₆

（₁₉.₄）
₅,₆₅₈

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₅
₈₅₂

（₁₃.₂）
₉₉₇

（₁₅.₄）
₃₇₅

（₅.₈）
₃₉₄

（₆.₁）
₁,₂₅₂

（₁₉.₄）
₂₄₅

（₃.₈）
₄₆₆

（₇.₂）
₂₇₀

（₄.₂）
₂₃₆

（₃.₆）
－ ₁₉₅

（₃.₀）
₁,₁₈₅

（₁₈.₃）
₆,₄₆₇

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₆
₈₄₈

（₁₂.₇）
₁,₀₁₁

（₁₅.₂）
₃₃₈

（₅.₁）
₄₂₂

（₆.₃）
₁,₃₄₇

（₂₀.₂）
₂₃₇

（₃.₆）
₄₆₇

（₇.₀）
₃₁₀

（₄.₆）
₂₀₃

（₃.₀）
－ ₂₂₇

（₃.₄）
₁,₂₅₈

（₁₈.₉）
₆,₆₆₈

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₇
₉₀₃

（₁₂.₆）
₁,₀₂₆

（₁₄.₃）
₄₂₁

（₅.₉）
₄₀₀

（₅.₆）
₁,₆₀₁

（₂₂.₃）
₂₄₉

（₃.₅）
₄₈₃

（₆.₇）
₃₆₀

（₅.₀）
－ ₂₁₆

（₃.₀）
₂₃₁

（₃.₂）
₁,₃₀₄

（₁₈.₁）
₇,₁₉₄

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₈
₉₄₇

（₁₂.₁）
₁,₁₀₉

（₁₄.₁）
₄₄₉

（₅.₇）
₄₅₃

（₅.₈）
₁,₇₈₂

（₂₂.₇）
₂₇₄

（₃.₅）
₅₁₁

（₆.₅）
₄₁₀

（₅.₂）
₂₈₅

（₃.₆）
－ ₂₃₆

（₃.₀）
₁,₄₀₀

（₁₇.₈）
₇,₈₅₆

（₁₀₀.₀）

₂₀₀₉
₉₇₅

（₁₁.₆）
₁,₁₇₄

（₁₃.₉）
₄₈₃

（₅.₇）
₄₈₆

（₅.₈）
₁,₈₉₂

（₂₂.₄）
₂₇₂

（₃.₂）
₅₆₆

（₆.₇）
₃₉₀ 

（₄.₆）
₂₈₁

（₃.₃）
－ ₂₈₂

（₃.₃）
₁,₆₃₂

（₁₉.₄）
₈,₄₃₃

（₁₀₀.₀） 

₂₀₁₀
₉₉₁ 

（₁₁.₄） 
₁,₁₉₂ 

（₁₃.₈） 
₅₅₈ 

（₆.₄） 
₄₅₈ 

（₅.₃） 
₁,₉₂₈ 

（₂₂.₂） 
₃₂₁ 

（₃.₇） 
₆₈₂

 （₇.₉） 
₃₈₃ 

（₄.₄） 
₃₂₇ 

（₃.₈） 
－ ₂₈₄ 

（₃.₃） 
₁,₅₄₄ 

（₁₇.₈） 
₈,₆₆₈ 

（₁₀₀.₀）

₂₀₁₁
₉₇₀ 

（₁₁.₁） 
₁,₂₀₆ 

（₁₃.₇） 
₅₇₄ 

（₆.₅） 
₄₃₉ 

（₅.₀） 
₁,₉₉₁ 

（₂₂.₇） 
₂₉₄ 

（₃.₄） 
₆₉₁ 

（₇.₉） 
₄₁₂ 

（₄.₇） 
₂₉₆ 

（₃.₄） 
－ ₂₉₅

（₃.₄） 
₁,₆₀₇ 

（₁₈.₃） 
₈,₇₇₅ 

（₁₀₀.₀） 

₂₀₁₂
₉₆₂

（₁₀.₉）
₁,₂₂₁

（₁₃.₉）
₅₉₁

（₆.₇）
₄₆₃

（₅.₃）
₂,₀₁₉

（₂₂.₉）
₃₂₅

（₃.₇）
₆₅₁

（₇.₄）
₃₈₅

（₄.₄）
₃₁₉

（₃.₆）
－ ₂₈₅

（₃.₂）
₁,₅₈₆

（₁₈.₀）
₈,₈₀₇

（₁₀₀.₀） 

上位₁₀部位について集計した。「－」の登録数はその他に含まれる。




